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『神アウグストゥスの業績録』（Res gestae divi Augsti）

の性格と目的
　

島　 田 　　誠

はじめに

　後 14年 8月 19日、ローマ帝国の初代皇帝アウグストゥスが、満 76歳の誕生日の 35日前

に亡くなった。亡き皇帝の遺言状は元老院の席上で朗読され、養子のティベリウスと妻のリ

ーウィアを第 1位の相続人に指名し、両者にアウグストゥスの名前の使用を命じていた。そ

して、この遺言状には 3巻の文書が付属していた1）。この遺言状と付属文書について、2世

紀前半の伝記作家スエートーニウスは次のように伝えている。

　「（前略）アウグストゥスが亡くなる 1年と 4ヶ月前に彼によって作成され、2冊の冊子で

あり、一部は彼自身の手で一部は二人の解放奴隷のポリュビウスとヒラーリオーンの手で書

かれて、ウェスタの巫女たちの元に保管されていた遺言状を、彼女達が、同じ様に封印され

た 3本の巻き物と共に、持参した。それら全ては、元老院において開封されて読み上げられ

た。彼は、第 1位の相続人として、ティベリウスを遺産の三分の二の、リーウィアを遺産の

三分の一の相続人に指名し、彼らに彼自身の名前（アウグストゥス）を継ぐことも命じてい

た。（中略）彼は、三巻の巻き物では、一つ目に自分の葬儀について指示を、二つ目に彼が

霊廟の前に置かれた青銅板に刻まれることを望んだ彼自身による業績の目録を、三つ目に全

帝国の概要、何人の兵士があらゆる場所で軍旗の下にあるのか、どれ程の金額が国庫と（彼

の）金庫にあり、どれ程の歳入が残っているのかを含めた。彼は、詳細を求められることが

可能な解放奴隷たちの名前を付け加えた2）」

　アウグストゥスの遺言状の付属文書の二つ目に記されていた「彼自身による業績の目録」

（index rerum a se gestarum）が、現在は『神アウグストゥスの業績録』（Res gestae divi Augusti）

として知られる史料の原文であると考えられる。アウグストゥスは、葬儀後に元老院決議に

よって神格化され、神アウグストゥス divus Augustusと称されるようになって、ローマ市郊

外の「マルスの野」（Campus Martium）に設けられたアウグストゥスの霊廟（Mausoleum 

Augusti）に葬られたが、その墓廟前に建てられた青銅の記念物は現存していない3）。恐らく、

古代末期から中世にかけての混乱期に破壊され、その青銅材は何らかの用途のために再利用

されたと推測できる。我々が、このアウグストゥス自身の手になる彼の『業績録』を読むこ
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とができるのは、現在のトルコ共和国に属するローマ時代の属州ガラティア（Galatia）の地

から出土した 3つの碑文を通してである。一つ目は、属州の中心都市であるアンキューラ

（Ancyra: 現在のアンカラ）で発見されたラテン語文とギリシア語訳文を含むもので通常「ア

ンキューラ記念碑」（Monumentum Ancyranum）と呼ばれるものである。二つ目は、属州南

西部のピシディア地方の都市アポッローニア（Apollonia）から出土したギリシア語訳文の断

片、三つ目は、同じくピシディア地方の都市アンティオキーア（Antiochia）から出土したラ

テン語文の断片である4）。これらの中で、質量共に他の二つを圧倒しているのが「アンキュ

ーラ記念碑」である。

　この『神アウグストゥスの業績録』は、古代ローマ史研究者の間ではよく知られた史料で

ある。我が国におけるローマ史研究でも、そのテキストに言及される場合はしばしば見られ

る。しかし、多くの研究者にとってアウグストゥスの『業績録』とは、各自の行論の必要性

から、そのテキストの一部をアウグストゥス自身の発言として引用する史料の一つであるに

過ぎない。本稿では、この『業績録』を総体として捉えて、さらに写本で伝えられた古典文

学史料とは異なって、墓廟の記念柱の銘文として構想され、実際にアンカラの神殿の壁面に

刻まれた碑文として発見されたことの意味も考慮して、その歴史上の意義を再考したい。そ

の際、この『業績録』の主要な資料である『アンキューラ記念碑』の発見と公刊の経過を確

認した上で、『業績録』の内容を再検討し、この文章の種別（ジャンル）と想定されていた

読者、さらにローマ市から遠く離れた属州ガラティアにおいて、この『業績録』が発見され

た理由について考えてみたい。

I　『神アウグストゥスの業績録』の発見とその内容

1　『アンキューラ記念碑』の発見と公刊

　『神アウグストゥスの業績録』の主要な史料である『アンキューラ記念碑』は、現在もア

ンカラ旧市街の中心部、ウルス地区に位置する「ローマとアウグストゥス神殿」の壁面に刻

まれている。神殿の前室の左右の内壁に各 3欄ずつ計 6欄のアウグストゥスの書き残したラ

テン語のテキストが刻まれ、前室側から見て右手（南東）の外壁にはギリシア語に訳された

テキストが 19欄に分けて刻まれている。以下、本節では、この『アンキューラ記念碑』が

西欧世界に知られるようになった経過を 19世紀のローマ史家 Theodor Mommsenが公刊し

たテキスト第 2版の解題と最近の『神アウグストゥスの業績録』に関する研究である
Ronald Ridleyの記述に基づいて簡単に述べる5）。

　この『アンキューラ記念碑』のテキストを最初に転写したのは、フラマン人の Ogier de 

Busbequeであるとされる。彼は、オーストリア大公（後の皇帝）フェルディナント 1世に
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よって、オスマン帝国に派遣されていた使節であり、1555年に、この『記念碑』を「それ

を読める限り、我等の部下によって転写させた」（id quatenus legi potuit, per nostros homines 

transcribendum curavimus）ことを後に公刊した書簡で述べているのである6）。1579年、彼の

写したテキストに基づいて、Andrea Scottによって、アウグストゥスの『業績録』が初めて

刊行され、さらに同じテキストに基づく刊行が続いた7）。

　1695年には、スミュルナの副領事を務めていたライデンの商人 Daniel Cosson（1649ー
1689）が死後に遺した『記念碑』のラテン語テキストの写しが、Jacob Gronowによって刊行

された8）。18世紀には、フランス人や英国人の旅行者が何人もアンカラの地を訪れ、『アン

キューラ記念碑』の刻まれた建物を見学・調査することになった。1701年秋にアンカラに

滞在したフランス人の植物学者 Joseph Pitton de Tournefortは、この建物を調査し、隣接する

建物に隠されていた南東側外壁のギリシア語テキストに初めて言及した9）。次いで 1705年に

アンカラを訪れたフランス王ルイ 14世の古物収集家 Paul Lucasは、 その旅行記の中でテキ

ストを公開している10）。1728年、英国の旅行家 Edmund Chishullが新たなテキストを公刊し

たが、このテキストは、1701年に Tournefortから託されたものだと考えられている11）。なお、

この時期まで『記念碑』の刻まれた建物は、総督の庁舎（praetorium）もしくは都市評議会

議事堂（prytaneion）と考えられていたが、Chishullが初めて皇帝礼拝に関わる建物、『アウ

グストゥス神殿」（Sebasteion）であると指摘した12）。

　19世紀になると、それまでの英仏両国人に加えてドイツ人も加わって、『アンキューラ記

念碑』の最善のテキストを求める努力が為されるようになった13）。その試みの中で、大きな

アンカラの「ローマとアウグストゥス神殿」
前室側より（2005年 3月筆者撮影）

アンカラの「ローマとアウグストゥス神殿」南東の外壁上の
ギリシア語訳文末尾（2005年 3月筆者撮影）
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意義を持ったのは、それまで軽視されていたギリシア語テキストへの関心の高まりであろう。

何軒もの家屋に覆われていたため、その全容が知られていなかったギリシア語テキストを調

査した英国人の地質学者・外交官の William John Hamilton は、1836年にその成果を公刊し、

さらに彼の調べ残した部分もフランス人の Georges Perrotによって調査され、1862年に公表

された14）。

　さて、近代的ローマ史研究の父とも言える Theodor Mommsen は、Perrot等の成果を受け

て、1865年に『神アウグストゥスの業績録』の第 1版を公刊していた。ところが、ペルガ

モンの発掘（1878～ 1894年）に携わっていた Karl Humannと Alfred von Domaszewskiが、
1882年にアンカラを訪れ、ラテン語・ギリシア語テキストの拓本を取ることに成功した。

拓本が取られたギリシア語テキストはほぼ完全であり、ラテン語テキストの欠落部

（lacunae）を含めて文意は明らかとなった。この状況を受けて、Mommsenは、1828年にピ

シディア地方の都市アポッローニア（Apollonia）から出土していたギリシア語の断片も併せ

て検討して、『神アウグストゥスの業績録』第 2版を 1883年に刊行した15）。このMommsen

の第 2版テキストの登場によって『神アウグストゥスの業績録』を信頼すべきテキストに基

づいて議論することが可能となったのである。1914年と 1924年にピシディア地方のローマ

市民植民市アンティオキーア（Antiochia）から出土したラテン語テキストは、発見者の一人

である Ramsayが、Anton von Premersteinと共に、1927年に公刊した16）。

　以下、本稿では、『神アウグストゥスの業績録』に関して、特に注記しなかった場合には、
Mommsen第 2版のラテン語テキストを用いる。しかし、ラテン語テキストの欠落部をギリ

シア語訳文より復元した部分などはMommsenの見解に従っていない場合もあり、そのよう

な際には注記する。

2　『神アウグストゥスの業績録』の概要

　まず、序文と 35節、そして補遺 4節から成る『神アウグストゥスの業績録』の内容を各

節ごとに要約して、表にまとめて紹介する（なお、括弧内の年代や人名などは、原文にはな

く、筆者が補ったものである）。その上で、この『業績録』の表題、構成、内容について改

めてまとめてみたい。

節 内容

序文
「ローマに在る 2本の青銅柱に刻まれた、それによって彼が世界をローマ市民たちの支配に
従わせた神アウグストゥスの業績と国家とローマ市民たちのために彼が為した支出の写し
が以下である」

1

（前 44年～ 43年）生年 19歳で「私的判断と私的支出」privato consilio et privata impensaによ
って挙兵し、（アントーニウスの）党派の独裁から国家を解放した。元老院へ加入し、命令
権 imperiumを獲得した。同じ年にコーンスルに就任し、「国家再建のための 3人委員」に選
出された。
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2 （前 43年～ 42年）養父カエサルの暗殺者を追放し、彼らに勝利した。

3

（前 43年～）世界中での内戦、対外戦争で勝利し、敵に寛恕を与えた。50万人のローマ市
民が、アウグストゥスへの宣誓の下で従軍した。30万人以上の退役兵を帰郷させるか、植
民市に入植させた。退役兵たちに土地もしくは報奨金を付与した。3段櫂船以上の軍船 600

隻を拿捕した。

4

略式凱旋式 ovatioを 2回、凱旋式を 3回挙行し、それ以上の凱旋式を拒絶した。勝利将軍
imperatorの歓呼を 21回受けた。アウグストゥス本人および代理たちの海陸での勝利に対す
る感謝決議を 51回受けた。執筆時（後 14年）に、コーンスル consulに 13回就任しており、
護民官職権 tribunicia potestasを 37回授けられていた。

5
前 22年に独裁官職を提供されて拒絶した。穀物供給の管理の引き受け、私費によって食料
不足を解消した。毎年コーンスル職を提供され、さらに終身のコーンスル職を与えられた
が、拒絶した（前 22年～前 19年）。

6
前 19年、前 18年、前 11年の 3回、最高権限 summa potestatasの「法と風紀の管理官」
curator legum et morumに選出されたが、拒絶した。その際に求められた任務を「護民官職
権」によって達成した。5回、護民官職権における同僚を元老院から与えられた。

7
「国家再建のための 3人委員」を 10年間（前 43～前 34年）務めた。元老院首席 Princeps 
senatusを 40年間（前 28年～）務めた。大神祇官 pontifex maximus、鳥占官 augur他の神官
職を務めた。

8
パトリキー家系の数を増加させた（前 29年）。元老院議員の選出を 3回（前 28、前 8、後
14年）実施した。アウグストゥスの実施した市民の人口・財産調査の結果は、前 28年には
4,063,000人、前 8年には 4,233,000人、後 14年には 4,937,000人であった。

9

5年毎にコーンスルと神官たちが、アウグストゥスの健康のために誓願することを、元老院
が決議し、この祈願が成就した際には、アウグストゥスのための競技祭（ludi）が開催され
た。全市民が、個人的・都市ごとにアウグストゥスの健康のために祈った。

10

元老院決議によって、アウグストゥスの名前がマルス神官団の讃歌へ挿入された。終生の
神性不可侵 sacrosanctusおよび終身の護民官職権保持が法律によって規定された。同僚（レ
ピドゥス）の生前には大神祇官（の職）を奪わず、前 12年、彼の死後に全イタリアから前
代未聞の多数の人々が集まった選挙により大神官長に就任した。

11

前 19年、シリアからのアウグストゥスの帰還を祝って、「幸運な帰還の祭壇」ara Fortunae 
Reducisが、カペナ門とHonor・Virtus神殿の前に奉献された。その祭壇で毎年彼の帰還し
た日に、大神祇官団とウェスタの巫女たちが供犠を行なうことと、その帰還日がアウグス
タリアの日と呼ばれることが定められた。

12

同年、元老院決議によってプラエトルと護民官の一部、コーンスルと指導的人物がカンパ
ニアまでアウグストゥスを迎えに出た。この時の名誉は空前絶後のものだった。前 13年、
ヒスパニアとガリアからの帰還の際に、元老院がマルスの野に「平和の祭壇 ara Pacis」を奉
献し、そこでの公職者・神官たち・ウェスタの巫女たちによる供犠実施が命じられた。

13
ローマ市民たちの全支配圏 totum imperium populi Romani中の海陸に、勝利が平和を生み出
したときに閉じられるヤヌス神殿の扉を、3回元老院が閉じることを命じた。（前 29年、前
25年、3回目は不詳）

14

アウグストゥスの息子（孫を養子縁組）であるガーイウスとルーキウスをアウグストゥス
への敬意から元老院とローマ市民たちが、15歳で 5年後に就任するべくコーンスルに指名
した。彼らが広場で（市民たちに）紹介された日から国事の審議に参与するように元老院
が決議した。ローマ騎士全員が、彼らを「青年の第一人者 princeps iuventutis」と呼び、銀の
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楯と槍を贈った。

15

カエサルの遺言に従って、ローマ市民衆一人当たり 300セステルティウス（前 44年）を与
えた。アウグストゥス（オクターウィアーヌス）自身の名義で、前 29年に戦利品から 400

セステルティウスを、前 24年に世襲財産から 400セステルティウスを与えた。前 23年に個
人負担で購入した穀物を 12回配給し、前 12年には一人当たり 400セステルティウスを与え
た。これらの贈与は 25万人を下らない者たちに行き渡った。前 5年、首都の平民 32万人に
一人当たり 62デナリウスを与えた。前 29年には、退役兵の入植者に戦利品から 1000セス
テルティウスを与え、その贈与を 12万人が受領した。前 2年には、穀物を国家から配給さ
れていた 12万人の平民に 60デナリウスを与えた。

16

退役兵士の入植のため、前 30年、前 14年に支出したイタリアの土地の代金が 6億セステル
ティウス、属州の土地のための代金が計 2億 6千万セステルティウスであった。その後、前
7年、前 6年、前 4年、前 3年、前 2年には退役兵への現金支給ために総計 4億セステルテ
ィウスを支出した。

17

4回にわたって私財によって国庫を支援し、1億 5千万セステルティウスを提供した。後 6

年には、軍事国庫 aerarium militareを創設し、20年以上勤務した兵士への報奨金支払いを決
定した。この金庫へ世襲財産から 1億 7千万セステルティウスを提供した。

18
前 18年以降、税収不足の際にアウグストゥスの穀物倉庫と財産から、10万人、あるいはそ
れ以上に、穀物と現金を分配した。

19

元老院議場とカルキス式柱廊、パラティウムの柱廊付きアポロ神域、神ユーリウス神殿、
ルペルカル神域、フラーミニウス戦車競技場の柱廊、大戦車競技場の貴賓席、カピトーリ
ウムのユピテル・フェレントゥリウス、ユピテル・トナンスの神殿、クイリヌス神殿、ア
ウェンティーヌス丘のミネルウァ神殿、ユーノー神殿、ユピテル・リーベルタース神殿、
聖道のラーレース神殿、ウェリア丘のペナーテース神殿、ユウェンタース神殿、パラティ
ウムのマグナ・マーテル神殿を建設した。

20

カピトーリウムとポンペーイウス劇場を再建し、諸水道の流路を修復・拡張し、ユーリウ
ス広場と公会堂を完成した。火災で焼失したユーリウス広場、公会堂を再建した。前 28年、
元老院議決によって 82神域を修復した。前 27年、ミルウィウス橋・ミヌキウス橋を除くフ
ラーミニウス街道の全ての橋を修復した。

21

私有地にマルス・ウルトル神域とアウグストゥス広場を戦利品から建設した。マルケルス
劇場を建設した。カピトーリウム、アポロ神殿、ウェスタ神殿、マルス・ウルトル神域に
戦利品から供物を奉納し、1億セステルティウスを負担した。前 29年、アウグストゥスの
凱旋式のためにイタリアの自治市、植民市が贈った 3万 5千リブラの黄金の月桂冠を返却し、
以後も黄金の月桂冠を受け取らなかった。

22

剣闘士の試合 munus galadiatoriumを、アウグストゥスの名義で 3回、息子や孫の名義で 5回
提供した。体育競技者の見世物を、アウグストゥスの名義で 2回開催し、3回目を孫の名義
で開催した。競技祭 ludiを、アウグストゥスの名義で 4回、他の公職者に代わって 23回開
催した。前 17年には世紀競技祭 ludi saeclaresを開催した。前 2年にマルス競技祭を初めて
開催した。アフリカの野獣狩りを、アウグストゥス本人、息子たち、孫たち名義で 26回開
催し、その際に約 3500頭の野獣が殺された。

23
海戦の見世物をティベリス川対岸の人工池で提供した。三段もしくは二段櫂船 30隻と多数
の小型船を用いて漕ぎ手を除き 3000人が戦った。

24
属州アシアの諸神殿から略奪されていた全ての装飾品を返還した。ローマ市に建てられて
いたアウグストゥスの銀製の立像・騎馬像・戦車上の像、約 80を撤去し、その代金でアポ
ロ神殿に黄金の供物を奉納した。
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25

海を海賊から解放して平和とした。その戦争の際に逃亡奴隷 3万人を捕らえ、主人に渡し
て処罰させた（前 36年に終了したセクストゥス・ポンペーイウスとの戦争を指す）。全イタ
リアが自発的にアウグストゥスに忠誠を誓い、アクティウムで勝利する戦いの指揮者とし
て求めた（前 32年）。ガリア、ヒスパニア、アーフリカ、シキリア、サルディニアの諸属州
も忠誠を誓った。700人以上の元老院議員がオクタウィアーヌス（アウグストゥス）の指揮
下に戦った。その内、コーンスルとなった者は 83人、神官となったのは 120人にのぼる。

26

ローマ支配に服していない諸種族に接した全属州の境界を拡張した。ガデスからアルビス
河口までの大海に囲まれたガリアを（前 27年～前 25年）、ヒスパーニアの諸属州（前 27年
～ 19年）とゲルマーニア（前 12年～前 6年）を平定した。アルプス地方を平定した（前
23年～前 16年）。ローマ人にとって前人未到のライン河口からキンブリー族の土地（ユト
ランド地方）へと艦隊が航海した（前 5年）。キンブリー、カリュデス、セムノーネース人
ほかのゲルマニア諸族も使節を派遣し、アウグストゥスとローマ市民たちの友諠を求めた。
エチオピアに遠征し（前 24～ 22年）、アラビア・フェリクスにも遠征した（前 25～ 24年）。

27
エジプトを併合した（前 30年）。ティベリウス（前 20年）、ガーイウス・カエサル（後 3

年）によって、アルメニア王を擁立させた。ハドリア海以東の諸属州（前 30年）、シキリ
ア・サルディニア（前 36年）を奪回した。

28
アーフリカ、シキリア、マケドニア、ヒスパーニア、アカイア、アシア、シリア、ガリ
ア・ナルボネンシス、ピシディアに兵士たちのために植民市を建設した。イタリアに 28の
植民市を建設した。

29

他の指揮官たちが奪われていた軍徽章を、ヒスパーニア、ガリア、ダルマティアから奪回
した。パルティア人たちに、ローマの 3つの軍隊から（前 53、前 40、前 36年）から奪った
軍徽章と戦利品を返還させ、ローマ市民たちへの友諠を請わせた。返還された軍徽章はマ
ルス・ウルトル神殿に奉納した。

30
ティベリウスによって、パンノーニアを征服させ、国境をダニューブ川まで拡張した。ダ
ニューブ川を越えて侵入したダーキア人を撃滅し、服従させた。

31
インディア（インド）の諸王からの使節がしばしば訪れた。バスタルナエ、スキュタイ、
ダイナス川両岸のサルマティア人、アルバニア人、ヒベリア人、メディア人の諸王の使節
がローマ人たちの友諠を求めて来た。

32

パルティア王、メディア王、アディアベニ人の王、ブリタニア人の王たち、スガムブリ人
の王、スエビ族のマルコマンニ王がアウグストゥスの下に亡命した。パルティア王フラーテ
ースが子供と孫たちを人質としてイタリアに送った。従来ローマ市民たちと何ら使節や友
諠の交換のなかった諸種族が、私が第一人者のときには、ローマ市民たちの信義を経験した。

33 パルティア人とメディア人がアウグストゥスから指名された王を受容した。

34

国政 res publicaを「元老院とローマ市民たち」senatus populusque Romanusの判断への移管し
（前 27年 1月 13日）、この功績のため元老院決議によって、アウグストゥスの添え名を与え
れた（同年 1月 16日）。さらにアウグストゥスの家の戸口の柱の上に公費で月桂樹が飾られ、
戸口の上に市民冠が、元老院議事堂に黄金の盾が置かれた。「この時以後、私（アウグスト
ゥス）は、権威 auctoritasにおいては万人に勝るが、権限 potestasにおいては公職における
私の同僚たちを凌駕しなかった 18）」

35
前 2年に、元老院と騎士身分、ローマ市民たちが、国父 pater patriaeの称号をアウグストゥ
スに与えた。彼が 76歳の年（後 13年 9月 23日～後 14年 8月 19日）に以上を記した。

補遺 1
国庫、もしくはローマ市民衆に与えた、もしくは兵士たちに支払われた金銭の総額 60億デ
ナリウス。
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　まず、『アンキューラ記念碑』冒頭の一文から17）、アウグストゥスの残した文書の表題が、

『それによって彼が世界をローマ市民たちの支配に従わせた神アウグストゥスの業績および

国家とローマ市民たちのために彼が為した支出』（Res gestae divi Augusti quibus orbem terrarum 

imperium popli Romani subiecit, et inpensarum, quas in rem publicam populusque Romanum fecit）である

ことは間違いないと考えられる。

　1節と 2節は、この『業績録』の言わば「導入部」である。そこではオクターウィアーヌ

ス（アウグストゥス）の「個人的判断と個人的支出による（privato consilio et privata 

impensa）」挙兵と 19歳という異例な若い年齢での公職権限（命令権 imperium）の獲得と最

高公職コーンスルへの就任が述べられ、さらに養父カエサルのための復讐の達成が記録され

る。なお、挙兵の際に直接の敵であったアントーニウスの名前が挙げられず、単に「党派」
factioとされている。なお、Mommsen以来、第 1節と第 2節をアウグストゥスに与えられ

た様々な栄誉（honores）を記録した本論の第 1部に含めるのが通例であるが、筆者は、こ

の両節では 19歳での個人的判断と私費による挙兵という政界への登場の異例さとその背景

にあったカエサル暗殺者への復讐の達成が述べられており、あくまで彼の『業績録』全体の

導入部であると考えている18）。

　3節から 33節までが本論であると見なすことができるが、この部分はさらに 3部に分け

られる。本論の第 1部は、3節から 14節まであり、アウグストゥスの軍事・公職に関わる

業績とそれに対してローマ元老院や市民たち（民会）から与えられた種々の栄誉が、彼が受

諾しなかったものも含めて列挙される。第 2部は、15節から 24節までであり、表題で言う

ところの「国家とローマ市民たちのために彼が為した支出」に当る部分である。25節から
33節までの第 3部は、再びアウグストゥスの業績が、彼の軍事的業績と対外的交渉での功

績に焦点をあてて述べられている。

　本論の第 1部では、まず 3節で内乱および対外戦争での功績が概括的に述べられ、次いで
4節にて軍功によって認められた凱旋式などの栄誉とコンスル職と護民官職権という主要な

補遺 2

新らたに建造した建物は、マルス、ユピテル・トナス、ユピテル・フェレントゥリウス、
アポロ、神ユーリウス、クイリーヌス、ミネルウァ、ユーノー・レギーナ、ユピテル・リ
ーベルタース、ラーレース、ディー・ペナーテース、ユウェンタース、マーテル・マグナ
の神殿、ルペルカルの神域、戦車競技場の貴賓席、カルキス式柱廊付きの元老院議事堂、
アウグストゥス広場、ユーリウス公会堂、マルケルス劇場、オクターウィア柱廊、ティベ
リス対岸のカエサルの聖林であった。

補遺 3
カピトーリウムと 82の神殿、ポンペーイウス劇場、諸水道、フラーミニウス街道を修復し
た。

補遺 4
舞台、剣闘士の試合、運動競技、猛獣狩り、模擬海戦のための支出、地震・火事によって
破壊された植民市・自治市・町々あるいは友人たちや資格財産を満たすために元老院議員
たちに個別に与えられた金銭は、数え切れない。
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公的権限を授けられた回数が示されている。ここで多くの研究者が注目するのは、
Mommsen以来、護民官職権と並んで皇帝権力の中核を形成していると考えられているプロ

ーコーンスル命令権（imperium proconsulare）について触れらていないことである19）。『神ア

ウグストゥスの業績録』では、この箇所以外でもプローコーンスル命令権については一切言

及されていない。5～ 8節では、独裁官、連年のコンスル職、終身コンスル職、最高権限

（コーンスル権限？）を有する「法と風紀の管理官」というアウグストゥスが引き受けるこ

とを拒絶した公職や、彼が就任した「国家再建のための 3人委員」・元老院首席・大神祇官

長他の神官職が述べられている。8節では、市民の人口と財産を調査するケーンソルとして

のアウグストゥスの活動が述べられる。9～ 13節では、アウグストゥスに与えられた宗教

的な栄誉が列挙される。14節では養子縁組みをして彼の家の相続人となっていたが、夭折

したアウグストゥスの 2人の孫息子（一人娘ユーリアと側近アグリッパとの息子）に与えら

れた名誉が記されている。

　本論の第 2部では、アウグストゥスが市民たち、ローマ市民衆、退役兵たちに与えた様々

な贈与が、具体的な数字を上げつつ、冗長なまでに詳述されている。それらの贈与には、市

民への現金・穀物の贈与、退役兵のための土地（農地）や現金の付与、国庫の新設を含む莫

大な国庫への資金援助、公共建造物の私費による建設・再建・補修、剣闘士の試合、体育競

技、競技祭、野獣狩り、模擬海戦の私費による開催などである。

　第 3部では、アウグストゥスの軍事的業績と対外交渉の成果が述べられている。25節で

は、内乱における勝利が記される。26～ 27節では、ヨーロッパでの国境線の拡張、エチオ

ピア・アラビアへの遠征などの対外軍事行動での功績が記されている。28節では、軍事行

動に従軍した退役兵のために、属州各地とイタリアに植民市を建設して、農地を与えたこと

が述べられる。29節では、以前に他の将軍たちが奪われていた軍徽章、捕虜の奪回が述べ

られる。30節では、アウグストゥスの後継者に決定していたティベリウス（妻リーウィア

と前夫の息子）によって、ダニューブ川方面が平定されたことを述べる。31～ 33節では、

平和的な外交交渉によって、インド、黒海沿岸からカスピ海地域までの諸国から使節がアウ

グストゥスの下に訪れたこと、パルティア、ブリタニア、ゲルマン諸族の王たちが人質を送

ってきたこと、パルティア人とメディア人がアウグストゥスの任命した王を受け入れたこと

が述べられる。

　本論の最後の 34と 35の両節では、アウグストゥスに与えられた特別な栄誉が述べられて

いる。34節では、前 27年に元老院とローマ市民たちへ国政を返還した功績に対して、アウ

グストゥスの添え名（cognomen）などの栄誉が与えられたこと、「この時以後、私（アウグ

ストゥス）は、権威（auctoritas）においては万人に勝るが、権限（potestas）においては公

職における私の同僚たちを凌駕しなかった20）」ことが述べられている。なお、この時にプロ

ーコーンスル命令権が与えられているが21）、4節と同様に触れられていない。35節では、前
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2年に「国父」pater patriae と呼ばれたことが述べられている。

　最後に補遺 4節が付け加えられている。補遺 1節では、アウグストゥスが、国庫およびロ

ーマ市の民衆（平民）に与えた贈与の総額が示される。第 2節では新築した公共建造物が、

第 3節では修復した公共建造物が列挙される。第 4節では、見世物、災害復旧のための支出

や個別の贈与が数えきれないことが記されている。

II　『神アウグストゥスの業績録』の性格

　Mommsenによって、信頼できる『神アウグストゥスの業績録』のテキストが公刊されて

後に多くの研究者を巻き込む論争の対象となったのは、この『業績録』がどのような種類の

金石文であり、どのようなジャンルに属する史料であるかという問題であった22）。

1　金石文としての『業績録』

　ラテン金石文の諸類型の中で、『神アウグストゥスの業績録』が属すると、まず考えられ

るのは、墓碑銘（tituli sepulcrales）であろう。この『業績録』の原文がアウグストゥスの霊

廟前の青銅柱に刻まれていたことが、墓碑銘であることを示唆するのである。またラテン語

の墓碑銘の中に、被葬者や墓所を建てた者の氏名だけではなく、被葬者の生前の業績を記し

たものがあり、この点ではアウグストゥスの『業績録』との共通点が存在する。この種の墓

碑銘の代表であり、またラテン語金石文の中でも最古のものの一つである有名なスキーピオ

ー家の地下墓廟の石棺に刻まれた墓碑銘から前 298年にコーンスルを務めたスキーピオー・

バルバートゥス（Scipio Barbatus）の墓碑を例として挙げる。

　「コルネーリウス・ルーキウス・スキーピオー・バルバートゥスは、グナイウスを父とし

て生まれ、勇敢で賢明な男子であり、彼の容姿は武勇に相応しかった。彼は汝等の下でコー

ンスル、ケーンソル、アェディーリスだった。彼はタルラシアとサムニウムではキサウニア

を攻略し、ルカーニア全土を平定して人質を連れて帰った23）」

　この種の墓碑銘は、内容的には取り上げる題材が『神アウグストゥスの業績録』と部分的

に一致する。務めた公職と軍事的業績とを列挙した所は、『業績録』本論の第 1部と第 3部

の題材と重なっている。しかしながら、計 21節におよぶ長大な『業績録』の記述とわずか
4行のスキーピオー・バルバートゥスの碑銘に代表される墓碑銘とを同一のジャンルと見な

すことは、躊躇せざるを得ない。また、墓碑銘が一般的には 3人称で記述されるの対して

『神アウグストゥスの業績録』が 1人称で語られていることも異なっている24）。アウグスト

ゥスが『業績録』を執筆した際に、墓碑銘が題材の選択に影響を与えた可能性は否定できな

いが、この『業績録』を墓碑銘と見なすことはできない。

　さてラテン語金石文の中には、この種の墓碑銘と内容的に一部重なるが、通常は顕彰碑文
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（tituli honorarii）に分類される elogia（単数形 elogium）と呼ばれる一群の金石文が存在す

る25）。この種の金石文は、まず主格でもって顕彰される人名が提示され、続いてその人物が

務めた公職や凱旋式など与えられた栄誉が列挙されるものであり、共和政期以来、一部の名

門家系に属する者たちの屋敷に保管されていた「祖先の像」（imagines maiorum）に付された

銘文を起源とし、後に彫像その他の記念建造物に刻まれるようになったものである26）。この

種の金石文の古い例として、前 260年にコーンスルを務め、ミューラエにおいてローマ史上

初の海戦の勝利をもたらした C. Duiliusの顕彰碑を挙げたい。

　「…そしてセゲスタ人たちを…攻囲から解放し、カルタゴの全軍団と最高指揮官を 9日後

に公然と日の光の下で陣営から逃亡させ、マケラの町を猛烈に攻めて陥落させた。同じ公職

在任中に、艦船を用いて海上で、コーンスルとして初めて功績を挙げ、海の軍勢と艦隊を初

めて整えて装備し、それらの艦船を用いて、フェニキアの全艦隊を、また彼らの独裁官ハン

ニバルの面前で最強のカルタゴ軍を大海の中の戦いで破り、攻撃によって乗員と共に七段櫂

船 1隻、五段櫂船と三段櫂船 30隻の艦船を拿捕し、13隻を沈めた。獲得された黄金は
3, 700（？）ヌンムス、分捕り品から獲得された銀は 100, 000（？）ヌンムス…全獲得高は
2, 100, 000（？）アスである。彼は、同じく初めて、海戦の戦利品を市民たちに贈り、初め

て自由人として生まれたカルタゴ人を、凱旋式の際に引き回した…27）」

　この Duiliusの顕彰碑文は、本来はローマ市の中央広場（Forum Romanum）の演壇

（Rostra）に刻まれていたものである。その内容は Duiliusのコンスル職在任中の 1年間の功

績を記録したものであるが、拿捕した敵艦の数や金額についての具体的な数字をあげる点は、

『神アウグストゥスの業績録』の記述と共通の特徴を持つと言えよう。

　記念建造物とそこに刻まれた顕彰碑文（elogia）が、アウグストゥスにとって注目すべき

存在であったことは、彼がマルス・ウルトル神殿を中心に建設したアウグストゥス広場

（Forum Augustum）に、ユーリウス氏族の祖先の彫像と共に過去の将軍たちの彫像とそこに

刻まれていた顕彰碑文（elogia）を復元して並べたことからも知られる。スエートーニウス

は、『アウグストゥス伝』の中で、彼の意図を次のように伝えている。

　「不滅の神々の次にローマ市民たちの支配を最小から最大にした将軍たちの記憶に栄誉を

与えた。そこで、各人の建造物を銘文を保ったままで再建し、全員の凱旋式の服装の彫像を

彼自身の広場の両側の柱廊に奉献し、そして布告で告げた。『私がそのことを発案したのは、

私が生きてる間は私自身が、そして将来の世代の第 1人者たちが、あたかも手本に従うよう

に彼らの生涯に倣うように市民たちに要求されるためであった』と28）」

　これらの将軍たちの顕彰碑文の中でアウグストゥスの『業績録』との関係で注目されるの

は、前 107年と前 104年から前 100年、そして前 86年にコーンスル職を務めた軍人・政治

家である C. Mariusの顕彰碑文である。この顕彰碑文の訳文を掲げる。

　「ガーイウスの息子であるガーイウス・マリウスは、コーンスルを 7回、プラエトル、護
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民官、クァエストル、軍団将校を務めた。彼は特別にヌミディア王ユグルタとの戦争をコー

ンスルとして行なった。彼（ユグルタ）を捕らえ、2回目のコーンスル職のときに凱旋式を

挙行した際に彼の戦車の前を引き回すように命じた。3回目のコーンスルに不在のままで選

ばれた。4回目のコーンスルとして、テウトニー人の軍隊を壊滅させた。5回目のコーンス

ルとして、キンブリー人たちを潰走させ、彼らとテウトニー人たち（への勝利の）故に 2回

目の凱旋式を挙行した。武装してカピトーリウム（の丘）を占拠した護民官とプラエトルの

騒擾によって混乱していた国家を、6回目のコーンスルとして解放した。70歳を超えて内乱

によって祖国を逐われたが、武力でもって復活し、7回目のコーンスルとなった。彼は、キ

ンブリー人とテウトニー人からの戦利品で、勝利者として、ホノルとウィルトゥスの神殿を

建立し、凱旋式の外套をまとい、パトリキーの靴を履いて元老院に入った29）」

　先に引いた Duiliusの顕彰碑文が、彼のコンスル職在任中の 1年間の功績を述べたもので

あるのに対して、Mariusの顕彰碑文の記述は、前 107年から前 86年までの 20年間以上にわ

たり、7回のコーンスル職在任中それぞれについて、Mariusの業績が記されている。この点

では、アウグストゥスの『業績録』におけるアウグストゥスの功績の記事と共通する点は多

いと言える。また「武装してカピトーリウム（の丘）を占拠した護民官とプラエトルの騒擾

によって混乱していた国家を、6回目のコーンスルとして解放した。Rem p（ublicam）
turbatam seitionibus tr（ibnuni）pl（ebis）et praetor（is）, quei armati Capitolium occuoaverunt, VI 

cos. vindicavit.」という表現は、『業績録』第 1節の「私は、党派の独裁の下で圧迫されてい

た国家を解放し、自由とした。rem publicam a dominatione factionis oppressam in libertatem 

vindicavi.」に、直接の影響を与えたと推測することが可能かもしれない。先に述べたように

アウグストゥス本人が自らの広場に設置したMariusの像に刻まれた顕彰碑文を読んでいた

ことは確かであるからである。

　『神アウグストゥスの業績録』の刊本の一つの校訂者である P. A. Bruntと J. M. Mooreは、
Mariusの顕彰碑文を引用した上で、『業績録』は、アウグストゥスの業績が他の顕彰される

人物の功績よりもはるかに壮大であるように、ずっと念入りに作り上げられた elogiaの発展

型であると見なすことができるかもしれないと述べている30）。さらに、この『業績録』に関

する最新の研究の著者である Ridleyは、アウグストゥスが、他に類を見ない化合物を生み

出し、そのテキストは対象人物自身が起草した点で異例であるが、elogia（顕彰碑文）に属

するのが最も相応しいが、墓碑銘の期待される場所に設置されていると記した上で、この点

がずっと変わらず分析者を悩ましてきたと述べている31）。確かに、『神アウグストゥスの業

績録』は、DuiliusからMariusへの elogia（顕彰碑文）の発展の延長線上に位置していると

見なすことが可能である。この『業績録』の本論、特にその第 1部である第 3から第 14節

の文章は、アウグストゥスの長い政治生活における比類の無い業績とその栄誉を記すために、

長大となった elogiumそのものと言えるかも知れない。
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2　金石文以外の文章としての『業績録』

　前節で述べた『神アウグストゥスの業績録』をラテン金石文として既存の類型に分類しよ

うとするのとは異なった考えも存在する。

　まず、この『業績録』をアウグストゥスの長い政治活動全体にわたる皇帝（第一市民 

princeps）あるいは公職者としての「執務報告」であるとする見解が、19世紀のMommsen

をはじめとして存在する32）。そのような「執務報告」の共和政期における先例としては、大

プリーニウスの『博物誌』が伝えるポンペイウスの業績を記した 2つの文書が存在すると指

摘されている33）。一つは、女神ミネルウァへ奉献を伝える次のような文章である。

　「グナイウス・ポンペイウス・マーグヌスは、司令官として 30年間の戦争に従軍し、
12, 183, 000人を蹴散らし、潰走させ、殺戮し、降伏を受け入れ、846隻の艦船を沈めるか拿

捕し、1538箇所の町と砦の降伏を受け入れ、陸上ではマエオーティス（アゾフ）海から紅

海までを制圧し、誓約した捧げ物を滞りなくミネルウァに（奉献した）34）」

　二つ目は、前 62年の凱旋式に関する次の文章である。

　「海岸を海賊から解放し、海の支配をローマ市民たちに回復した時、アシア、ポントス、

アルメニア、パフラゴニア、カッパドキア、キリキア、シリア、スキティア人、ユダヤ人、

アルバニア人、ヒベリア、クレタ島、バスタルナエ人から、そして以上の他、ミトリダテス

王とティグラネス王から（の勝利を祝う）凱旋式を挙行した35）」

　これら二つの文章の中、最初のものはローマ市のミネルウァ神殿（delubrum Minervae）に

刻まれた奉献碑文（tituli sacri）の写しであると考えられるが、二番目の文章は、凱旋式の際

に観衆に公示された文書の写しであると考えられる。Ridleyは、これらのポンペイウスの業

績の一覧がアウグストゥスの『業績録』での内外の戦争での功績と凱旋式等の栄誉を記した

第 3・4節および彼の軍事的業績が征服地を具体的に列挙しつつ述べられる第 25節から第
30節までの記述と明らかに類似していると指摘している。確かに、『業績録』の 25節冒頭

の「海を海賊から（解放して）平和とした36）」の文句と第 26節からはじまり第 30節までの、

アウグストゥス本人およびかれの代理たちによって征服された地域の長い羅列は、ポンペイ

ウスの凱旋式で示された 2番目の文書と著しく類似した構造を示している、と筆者も判断す

る。従って、Ridleyの指摘は正しいと考えられる。一方で、これらのポンペイウスの文書は、

撃沈もしくは拿捕した敵艦や捕虜など具体的な数字をあげる点では、Duiliusの顕彰碑

（elogium）に、戦いで破った敵と勝利を祝う凱旋式を特記する点では Duiliusのみならず
Mariusの顕彰碑（elogium）とも類似している。即ち、大プリーニウスの伝えるポンペイウ

スの二つの文書は、共和政期に多数製作された顕彰碑文（elogia）と『神アウグストゥスの

業績録』のいずれにも共通点を有しているのである。Symeは、アウグストゥスの『業績録』

をローマの将軍のための顕彰碑（elogia）とローマの公職者の執務報告書の混合したもので
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あるとするが、その主張は充分に首肯できるものである37）。

　一方、アウグストゥスがその死の直後に神格化されたこと、そして『業績録』の主たる史

料である『アンキューラ記念碑』が「ローマとアウグストゥスの神殿」の壁面に刻まれてい

たことに注目して、神格化を保証するための記録であるとの主張が存在する。このような主

張は、すでにMommsenによるテキスト公刊直後に古典学者のWillamowitzによって為され

ている38）。彼は、この『業績録』とアンキューラの「アウグストゥス神殿」との関連から、

アウグストゥスが、自身の死後の神格化を予期し、準備していたことが感じられると主張し

ているのである。この主張は、直ちにMommsenによって反駁され、さらに Symeもアウグ

ストゥスの『業績録』はアウグストゥスの神格化を保証する文書とは言えず、ヘレニズム時

代の東方の宗教や王侯に関連付けるべきではないと述べている39）。そして、このようにヘレ

ニズム的な君主の神格化とアウグストゥスの『業績録』との関連を否定する見解は、近年ま

で大方の研究者の賛同を得ていたように思われる。

　ところが、最近、ヘレニズム時代史の研究者でもある Bosworthが、『神アウグストゥスの

業績録』の表題にも示されている「世界の征服」と言うモチーフから神格化のモチーフが読

み取れるとの主張を展開している40）。彼は、『業績録』において繰り返して「世界征服」の

モチーフがほのめかされることはヘレニズム的題材を思い起こさせると述べ、さらに世界征

服と大規模な贈与による神格化というヘレニズム的理論の影響、特にエウヘメロス

（Euhemeros）の作品の強い反響が存在することが否定できないとする41）。

　エウヘメロスは、前 4世紀末から前 3世紀初頭にかけてアレクサンドロス大王の後継者の

一人であるカッサンドロスに仕えた人物である。彼の著作では、ゼウスをはじめとする神々

が実は生前に世界征服を実現し、臣下に対して莫大な施しを与え、死後に神格化された偉大

な王であり、その業績を刻んだ碑文がインド洋の孤島に残っているとの物語が述べられてい

る。このエウヘメロスの作品は、共和政中期の叙事詩人エンニウスのラテン語訳によってロ

ーマ世界でも広く知られていた42）。さらに Bosworthは、『神アウグストゥスの業績録』が複

数のレベルで読むことが可能なテキストであり、そこには、洗練された読者である上層階層

の教養ある構成員にとってアウグストゥスの経歴の先例となる文学上、歴史上のテーマを想

起させる引喩に溢れ、エウヘメロスの描く世界征服者にして莫大な贈与を与えたゼウスがそ

のような先例の一つであると主張する43）。

　さて、古くは Wilamowitz によって、最近では Bosworthによって主張された『神アウグス

トゥスの業績録』は神格化を保証（主張）する文書であるとの説を直ちに受け容れることは

困難である。『業績録』の文章は、金石文としては Brunt・Mooreや Ridleyが主張する顕彰

碑（elogia）からの影響が最も大きく、それに加えて、Mommsen以来、指摘されているよ

うに共和政ローマの将軍（公職者）の報告書との類似点も見逃すことができない。すなわち、

ローマの将軍のための顕彰碑（elogia）とローマの公職者の執務報告書の混合したものであ
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るとする Symeの主張がもっとも説得力を持つと言えるのである。しかしながら、
Wilamowitz・Bosworthの神格化を保証（主張）する文書とする説も全面的には否定できな

い。まず Bosworthの主張する『業績録』のテキスト読解の重層性を完全に否定することは

不可能であろう。また、顕彰碑（elogia）と執務報告書の混合とする説では、『アンキューラ

記念碑』が属州ガラティアにおける皇帝礼拝の中心である「ローマとアウグストゥス神殿」

で発見されたという事実が充分に説明できないことも事実である。

　以下では、章を改めて『神アウグストゥスの業績録』を執筆したアウグストゥスの意図し

ていた読者と、この『業績録』の主要史料である『アンキューラ記念碑』がアナトリアのガ

ラティア・ピシディア地方で発見された背景を考えてみたい。

III　『業績録』の製作目的と歴史的意義

1　『業績録』の想定読者

　『神アウグストゥスの業績録』は、どのような読者を想定して執筆され、アウグストゥス

の霊廟前の青銅柱に刻まれたのだろうか。この質問への答えは、一見、明らかであるかのよ

うに思われる。『世界をローマ市民たちの支配に従わせた神アウグストゥスの業績と国家と

ローマ市民たちのために彼が為した支出』という表題からもわかるように、アウグストゥス

が、ローマ市民を想定読者として『業績録』を構想したことは自明と思われ、むしろローマ

市民中のどの階層が主な読者として構想されたのかが問題となっている44）。

　すでにMommsenは、ローマ市民中でもローマ市に住む大衆（plebecula）であり、「市民

全体と大衆たちが特に彼自身について知って欲しいあるいは信じて欲しいこと ea, quae 

populum universum et plebeculam maxime de se vel nosse vel credere vellet」を記していると主張

している45）。

　この『業績録』で列挙される多くの功績に対する報償である栄誉は、ローマ市民全体（す

なわち民会）や市民中の支配階層を代表する元老院より与えられていた。本論第 1部では、

ほぼ各節ごとに彼に栄誉を与えた主体として、元老院やローマ市民たち（民会）が挙げられ

ている。第 4節では「元老院が、...を決定していた」（senatus...decrevisset）、「元老院が決定

した」（decrevit senatus）、「元老院決議に従って」（ex senatus consulto）、第 5節では「市民た

ち（民会）と元老院によって提供された」（datam...et a populo et senatu）、第 6節では「元老

院およびローマ市民たち（民会）が合意して」（senatu populoque Romano consentientibus）、

第 8節では「市民たち（民会）と元老院の命令によって」（iussu populi et senatus）、第 9節で

は「元老院が決定した」（senatus decrevit）、第 10節では「元老院決議によって」（senatus 

consulto）と「法（民会決議）によって承認された」（lege sanctum est）、第 11節では「元老

院が奉献した」（senatus consecravit）、第 12節では「元老院決議によって」（senatus consulto）、
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第 14節では「元老院および市民たち（民会）が…指名した」（senatus populusque 

Romanus...designavit）、「元老院が決定した」（dcrevit senatus）と、それぞれ明記されているの

である。

　『業績録』全体の導入部と考えられる第 1・2節では、アウグストゥスの政界への登場時の

正当性の疑わしい行動がローマ市民（民会）の決定であることが強調されている。まず、第
1節では満 19歳と言う異例の若さでコーンスル職就任が「市民たち（民会）が選出した」

（populus... creavit）とされているのである。第 2節では「私の父を殺害した、その者たちを

追放に処して、合法的な（民会決議による）法廷で彼らの行動に復讐した」（Qui parentem 

meum trucidaverunt, eos exilium expuli iudiis legitimis ultus eorum facinus）と述べられている。ま

た、本論の最後におけるアウグストゥスが特に強調したい前 27年と前 2年の栄誉も、それ

ぞれ第 34節では「元老院決議によって」（senatus consulto）与えられ、第 35節では「元老院

と騎士身分、およびローマ市民たち全員が」（senatus et equester ordo populusque Romanus 

universus）与えたことが明示されている。

　さらに『業績録』の第 2の主題である「国家とローマ市民たちのために彼が為した支出」

において、アウグストゥスの支出を主に享受したのは、ローマ市に居住する非支配層、いわ

ゆるローマ市民衆（plebs Romanaもしくは plebs urbana）であると考えられる。

　『業績録』の中で、アウグストゥスの「支出」を記録する本論第 2部の冒頭の第 15節では、

金銭の分配を受ける対象として「ローマの民衆」（plebs Romana）、「ローマ市民衆」（plebs 

urbana）、「民衆」（plebs）が挙げられている。同じ 15節および次の第 16節で農地（もしく

はその購入のための現金）を贈られた退役兵たちは、農地を与えられた後には中層以上、場

合によっては地方支配層（domi nobiles）に属するかもしれないが、元来は平民層（plebs）、

ローマ市では大衆層に所属していたと考えられるローマ市民である。第 17節の国庫への資

金援助と軍事金庫の創設も、後者の目的が退役兵への褒賞金の支出であり、その享受者の多

くは本来平民層に属する兵士たちであったと考えられる。また第 18節で述べられる前 18年

にアウグストゥスが「ときに十万人ときにそれ以上の者たちに、穀物と現金を私の穀物庫と

世襲財産から分配した」（tum centum milibus hominum tum pluribus multo frumentarios et 

nummarios tributus ex horreo et patrimonio meo edidi.）のもローマ市の大衆が主な対象である

ことは確実である。

　第 19節から第 21節までに記録される公共建造物の建設と修復は、国家（res publica）・ロ

ーマ市民全体への贈与であると考えられよう。第 22節および第 23節で記録されるの「剣闘

士の試合」（munus gladiatorum）、体育競技（athletarum）、「野獣狩り」（venatio）、「海戦の見

世物」（Navalis proeli spectaclum）などの見世物を提供されたのは、ローマ市民全体であると

一応は見做すことができるが、この種の娯楽の提供を何よりも楽しみにしていたのは、特に

ローマ市の民衆層（plebs urbana）であったと考えてよいように思われる。なお、第 24節の
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前半は属州アシアの神殿から略奪されていた装飾品の返還が記録されているが、この部分は、

第 15節から第 24節までのアウグストゥスの「支出」を記録した部分の中で、唯一、ローマ

市民ではなく被征服民である属州の人々を対象としている。

　以上のような『神アウグストゥスの業績録』の内容から、その想定読者をローマ市民、特

にローマ市居住の非支配層（plebs urbana）であるとする通説に対して、Yavetzが異論を唱え

ている46）。彼は、大衆向けの宣伝はコイン上の標語のように短くなければならず、アウグス

トゥスは歴史の中で地位を確保するためにもっと教養ある市民たちに訴える必要があったと

主張し、元老院議員たちと並ぶ、騎士身分の重要さを指摘している。

　筆者は Yavetzの見解に同意できない。『業績録』の中での騎士身分への言及は第 14節・

第 35節の 2箇所に過ぎず、想定読者として騎士身分の重要性を主張するのは無理であろう。

また、大衆向けの宣伝は短くなければならないとの主張は、『神アウグストゥスの業績録』

に関しては、必ずしも適切とは考えられない。この『業績録』文章は、全体としては長大な

ものであるが、内容的には比較的短い各節ごとに、さらに各部に分れており、それぞれ個別

に理解することが可能である。また文章自体も簡潔でわかりやすい構文で記されており、読

解するのはさほど困難であったとは考えられない。

　なお、古代ギリシア・ローマ時代の識字率に関して、Harrisの指摘に従って低く見積もる

のが近年では通例となっている47）。確かに、ローマ帝国の住民のかなりの部分が読み書き能

力を有していたとのかつての楽観的な見解を支持することはもはやできない48）。しかしなが

ら、ローマ帝国における識字の最大の特色は、絶対数では少ないかもしれない識字能力を持

つ者たちが、支配階層の元老院議員や騎士身分に限定されず、広汎に存在したことであると

考えられる49）。そのような識字能力の社会階層の境界を越えた普及を促進したのが、帝国各

地に駐屯していた軍隊の存在であったと考えられる。『神アウグストゥスの業績録』の刻ま

れた青銅柱の前に来た非支配層のローマ市民たちは、『業績録』の関心のある 1節を自ら読

むことができたか、あるいは同じ階層に属する者が声を出して読み上げるのを聞くことがで

きたと考えられるのである。

　従って、『神アウグストゥスの業績録』の想定読者は基本的にローマ市民であり、その中

には非支配層のローマ市民衆が主要な対象として含まれていたと判断できる。アウグストゥ

スが、この『業績録』を執筆したのは、彼の異例な経歴とその結果、獲得した権力をローマ

市民たちに対して正当化するためであったと考えられる。彼の前例のない諸権限は、共和政

以来の最高協議・決議機関である元老院と民会（ローマ市民たちの総体）によって与えられ

た栄誉であると位置づけられている。さらに、それらの栄誉の背景として、同じく前例のな

い莫大な額の国家やローマ市民衆をはじめとする市民たちへの贈与や、これまた前例のない

対外的軍功や対外交渉の成功が列挙されるのである。そして、本論の最後の 2節（第 34・
35節）においても、アウグストゥスが内乱終結後の前 27年に「国家 res publicaを私の権限
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から元老院とローマ市民たち（民会）の判断に委ねた50）」という功績からアウグストゥスと

いう「添え名 cognomen」他の栄誉を与えられたことが特記されている。また第 35節では、

前 2年に「元老院と騎士身分、そしてローマ市民総体 senatus et equester ordo populusve 

Romanus universus」によって、「国父 pater patriae」の呼称をあたえられたことが強調されて

いる。アウグストゥスは、あくまで自らの行動と権力が共和政的正統性の枠内に留まってい

ることを強調しているのである。

　しかしながら、なお疑問が一つ残る。何故、ローマ市のアウグストゥス霊廟前の青銅柱に

刻まれた『神アウグストゥスの業績録』のテキストが、遠く離れた小アジア（アナトリア地

方）の属州ガラティアの都市に送られて、その地において、「ローマとアウグストゥス神殿」

の壁面に、金石文として刻まれたのであろうか。

2　属州ガラティアと『神アウグストゥスの業績録』

　『神アウグストゥスの業績録』のテキストを刻んだ碑文の発見されたアンキューラ

（Ancyra）、アポッローニア（Apollonia）、アンティオキーア（Antiochia）の 3都市が所在す

る属州ガラティアは、ローマ支配下の東方諸属州の中では、その地方の支配階層がケルト人

であったという特徴をもつ地域であった。デルフォイをはじめとするギリシア本土を脅かし

ていたケルト人は、前 278年から前 277年の冬にバルカン半島から小アジアに渡り、次第に

中央アナトリアの高原地帯に移動した51）。共和政ローマとガラティアに居を構えたケルト人

（後にガラティア人と呼ばれるようになる）が最初に接触したのは、前 189年のコーンスル

であったグナイウス・マンリウス・ウルソー Cn. Manilius Vulso が小アジアに渡ってガラテ

ィアのケルト人を破ったときのことである52）。

　アウグストゥス時代の地理学者 Straboは、中央アナトリア高原に定住した後のケルト人

（ガラティア人）の政治体制とその変遷を次のように要約している53）。ガラティア地方に定

住した当初は、まず三部族、そして各部族が四分領（tetrachia）に分れていた。その後、ガ

ラティア人たちは、次第に統合されて、まず三人の支配者、そして二人の支配者、そしてつ

いには単独の支配者の下にある君主国（王国）へと変貌したのである。その間に、ガラティ

ア人は、地中海世界全域の支配者の地位を固めつつあった共和政ローマの同盟者となってい

た54）。そして、ローマが、内乱を経てアウグストゥスの下で新たな政治体制へと変容し始め

た頃にガラティア地方の政治的地位も大きく変容した。前 25年、最後の支配者アミュンタ

スの死後、ガラティアは「ローマ市民たちの支配 imperium populi Romani」の下に併合され

ることになった55）。

　このローマ支配の開始は、ガラティア地方における都市化の急速な進展の始まりでもあっ

た。ガラティア人の 3部族を基に、ペッシヌース（Pessinus）、アンキューラ（Ancyra）、タ

ウィウム（Tavium）の 3都市が形成された56）。そして、アンキューラでは、後に『アンキュ
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ーラ記念碑』が壁面に刻まれることになる「ローマとアウグストゥスの神殿」の建築が開始

されていた。この神殿は、すでにアウグストゥスの生前である前 10年から後 10年の間に建

設が開始され、ティベリウス時代の後 19・20年頃に竣工したと推測されている57）。また属

州南部のピシディア地方を中心に複数のローマ市民植民市（coloniae civium Romanorum）が

建設され、ローマ軍の退役兵が入植した58）。これらの植民市の一つがアウグストゥスの『業

績録』の断片が出土したアンティオキーアである。

　さて、このような歴史を経てローマの属州となったガラティア地方の 3つの都市に、一体

どのような経過で、後 14年に亡くなったアウグストゥスの作成した『神アウグストゥスの

業績録』のテキストが送られることになったのであろうか。管見の限りでは、この間の事情

を直接に伝える史料は存在しない59）。Eckは、アウグストゥスの『業績録』がローマ市で公

示されるのみでは不十分であり、「元老院の意思」に従って、属州住民も『業績録』を知る

べきとされた述べるが、根拠となる史料は明示されていない60）。

　筆者が、『神アウグストゥスの業績録』が属州に所在する都市に送られたことの類似例と

して思いつくのは、後 19年にシリアで亡くなったアウグストゥスの孫にあたる（正確には

養子で第 2代皇帝ティベリウスの養子）ゲルマーニクス・カエサルの例である。次期皇帝の

最有力候補であった彼が亡くなると、数々の栄誉が元老院や民会から与えられた。これらの

栄誉については、歴史家タキトゥスもその『年代記』（Annales）に記しているが、元老院決

議や民会決議の原文を記録した青銅板が、1982年にスペインのセヴィリャ近郊で出土して

いる61）。この青銅板の中に、次のような箇所がある。

　「皇帝一家に対する（ローマ市民の）全ての身分の忠誠とゲルマーニクス・カエサルへ記

憶を讚えることについて全市民の合意がそれだけ容易に見られるために、コーンスルたちが、

自らの告示の下に、この元老院決議を公示し、自治市と植民市の公職者と使節に対して、イ

タリアの自治市や植民市および属州に所在する植民市に写しを送ることを命じるべきである

こと62）」

　共和政末期には、すでにイタリアの全自由人はローマ市民権を獲得していた。また、カエ

サル・アウグストゥス時代以降、退役兵を中心とする多数のローマ市民たちが、イタリアを

離れて属州に建設された植民市に入植していたことが知られている63）。ローマ市民を主たる

対象とする『神アウグストゥスの業績録』やゲルマーニクス・カエサルへの栄誉決議も単に

ローマ市において公示しただけでは、その目的を充分に果たすことは期待できなくなってい

た。イタリア内の多くの自治市や植民市、さらに属州に建設された植民市においても、全て

のローマ市民にかかわる文書を公開する必要が生じていたのである。

　また、ゲルマーニクス・カエサルとアウグストゥスに与えられた栄誉に関しては、今一つ

類似点が存在する。第 2代皇帝ティベリウスは、ゲルマーニクス・カエサルに与えられる栄
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誉を決定する際に、自らの母親リーウィアやゲルマーニクスの母を含む近親者の討議を経て

決定したことが、元老院決議よって明らかとされているのである。これは、基本的に男性優

位の社会であり、女性が公的討議に参加することを忌避していたローマ社会では注目すべき

ことである63）。そして、皇帝一家の有力者の死後に与えられる数々の栄誉の決定にアウグス

トゥスの妻であり、第 2代皇帝ティベリウスの母であるリーウィアに代表される皇帝一家の

女性たちが関与する最初の例が、アウグストゥスの没時のことであった。3世紀始め頃の歴

史家カッシウス・ディオによれば、それらの栄誉は「言葉の上では元老院によって、実際に

はティベリウスとリーウィアによって 決定された64）」と伝えられている。

　ゲルマーニクスに関する栄誉は、死後に元老院およびローマ市民たち（民会）から与えら

れたものであり、アウグストゥスが生前に同じ元老院およびローマ市民たち（民会）から与

えられていた栄誉とは異なるが、その公示に関してはほぼ同様な手続きが採られた可能性が

高いと、筆者は考えている。従って、この手続き、コーンスルの告示の下で、『神アウグス

トゥスの業績録』の写しが送られたのは、イタリア内の自治市と植民市、そして属州に所在

する植民市であったと考えられる。従って、属州ガラティアの諸都市の中では、ローマから

直接に『業績録』の写しを送付されたのは、アンティオキーアをはじめとするローマ市民植

民市であったと推測できる。

　それでは、他の二つの都市、アンキューラとアポッロニーア、特にアンキューラはどのよ

うにしてアウグストゥスの『業績録』のテキストを入手したのだろうか。実は、ゲルマーニ

クス・カエサルの栄誉決議の先に引用した部分に続いて次のような記述がある。

　「属州を統括する者は誰でも、もしもこの元老院決議をできるだけ賑やかな場所に釘付け

にする（貼り出す）ように努めるときに、正しく適切に行動するように65）」

　この属州の責任者による元老院決議の公示される場所をローマ市民の住む植民市に限定せ

ず、属州の都市一般も対象にしていると仮定すれば、アンキューラとアポッロニーアにおい

てアウグストゥスの『業績録」が発見されたことを説明することができる。その可能性自体

は否定できないだろう。しかしながら、前節見たように、この『業績録』の主たる対象が、

少なくとも製作者側からすれば、ローマ市民であったことから考えて、ローマ側の権力を代

表する総督あるいはそれに類する者が、わざわざ多大の努力を払ってガラティア人の都市住

民のために亡き皇帝の『業績録」を公示するとは考え難い。

　筆者は、むしろガラティア人の都市住民の側の積極的な意思に注目すべきではなかろうか

と考えている。先に述べたように、アンキューラでは、すでにアウグストゥスの生前から、

後に「ローマとアウグストゥスの神殿」となる神域の建築が開始されていた。そもそもガラ

ティアを含む小アジア（アナトリア地方）は、早くから住民の側の主導でいわゆる「皇帝礼

拝」の組織や神域が整備された地域であった66）。アレクサンドリアの陥落の翌年の前 29年

に属州アシア（Asia）と属州ビティニア（Bithynia）において、それぞれの中心都市エフェ
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ソスとニカイアに「ローマと神ユーリウス（神格化されたカエサル）の神殿」を建設するこ

とが認められ、属州に在住するローマ市民へも二柱の神々を崇拝することを命じられていた。

また同時に、属州アシアのペルガモンと属州ビテュニアのニコメディアでは、ギリシア人た

ちにオクターウィアーヌスのための神域を設けることさえ許可されていたのである。アナト

リアの住民は、新しい支配者に素早く適応して、その人物への宗教的礼拝を先頭を切って設

立することによって新体制への忠誠心を示そうとしていたのである。

　さて前 27年、ローマ市において、オクターウィアーヌスが「国家を元老院とローマ市民

たちの判断に委ねる」という共和政的伝統に基づく政治的パフォーマンスを行い、その報償

としてアウグストゥスという添え名を獲得していた。前 25年、ガラティア地方が、ローマ

の属州となり、旧来の部族を基盤にしつつ新たな都市領域に再編された際、ガラティア人た

ちは、支配者の新たな名前を自らの呼称に取り込むことにした。アンキューラの住民たちは、

新たにセバスティーニー・テクトサゲース・アンキュラーニー（Sebasteni Tectosages 

Ancyrani）と名乗った67）。テクトサゲースは、ガラティアの 3部族の一つに由来する呼称で

あり、アンキューラーニーは地名に由来している。一方、セバスティーニーは、アウグスト

ゥスのギリシア語表記であるセバストス（Sebastos）に由来している。アンキューラのガラ

ティア人たちは、自らを「アウグストゥスの民」と名乗っていたのである。そして、『アン

キューラ記念碑』の刻まれた「ローマとアウグストゥスの神殿」も、この記念碑とは別の壁

面に刻まれた碑文によれば68）、普通は単に「セバストス神殿 tØ Sebast∂øn」と呼ばれていた

ようである。

　このように、ガラティア人を含む、小アジア（アナトリア地方）の人々は、共和政以来の

政治的伝統に縛られているローマ市民たちより、皇帝への宗教的礼拝に関して、柔軟かつ積

極的な態度を示していたのである。アンキューラの住民たちも、自らを『アウグストゥスの

民」と呼び、恐らくアウグストゥスの生前から、彼に対する宗教的礼拝施設設立の準備をし

ていたと考えられよう。その最中に、初代皇帝アウグストゥスが亡くなってローマ市におい

て神格化され、彼自身の作成した『神アウグストゥスの業績録』が属州ガラティアのローマ

市民植民市にもたらされたのである。アンキューラのガラティア人たちは、この『業績録』

を、彼らが期待し、実現した皇帝の神格化をもたらした文書として、アウグストゥスのため

に準備していた神殿の壁面に刻んだのではなかろうか。その際、彼らにとってより理解しや

すいギリシア語訳が外壁に刻まれることになったのであろう。すなわち、『アンキューラ記

念碑』は、アンキューラの住民にとっては、アウグストゥス（セバストス）の神格化を示す

文書であったのである。
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おわりに

　同じ『神アウグストゥスの業績録』が、ローマ帝国の別々の場所においてそれぞれ異なっ

た役割を果たしていた。アウグストゥスの『業績録』は、ローマ市をはじめ、ローマ市民の

住む都市においては、市民たちにとって稀有の功績をあげた第一市民の執務報告であり、そ

の功績に対して元老院やローマの市民たち（民会）が献じた顕彰碑文であった。一方、属州

の小アジア（アナトリア地方）のガラティア人都市おいては、世界を征服した支配者の神格

化を示す宗教的な文書と見做されていた、と考えられる。

　この『業績録』は、ローマにおける金石文の伝統の中では、顕彰碑文の一種である
elogiumにもっとも近く、前 30年から後 14年にいたる 40年間以上にわたって、ローマ政治

を支配し、事実上、新しい支配体制を築き上げたローマ史上比類なき政治家の執務報告でも

あった。『業績録』の読者としてアウグストゥスが念頭に置いていたのは、ローマ市大衆

（plebs urnbana）を含む、ローマ市民に限定されていたと考えられる。ところが、その『業

績録』の写しが、ローマ市以外のイタリア諸都市に住む市民や各属州に建設された植民市に

入植した退役兵や市民のために属州に送られると、少なくとも属州ガラティアでは、アウグ

ストゥスの当初の意図とは全く異なった役割を果たすことになったのである。我々が、ロー

マ市民を対象として、初代皇帝が自ら起草した文章を読むことができるのは、当初の目的と

は全く異なった用途に用いられるために作られた写しとギリシア語訳のお蔭である。

略語
本稿では、以下の略語を用いる。
CIL＝Corpus Inscriptionum Latinarum consilio et auctoritate Academiae litterarum reginae Brrussicae edictum, 

Berlin 1863─.
ILS＝H. Dessau（ed.）, Inscriptiones Latinae Selectae, Berlin 1892─1916.

ILLP＝A. Degrassi（ed.）, Inscriptiones latinae Liberae Rei Publicae, Firenze 1963─65.

LTUR＝E. V. Steinby（a cura di）, Lexicon Topographicum Urbis Romae, 6 vols., Roma 1996─2000.

Mommsen, Res gestae＝Theodor Mommsen, Res gestae divi Augusti ex monumentis Ancyrano et Apolloniensi, 

Berlin 1883.

註
1）　Suetonius, divi Augusti, 100─101, Cassius Dio, 56. 30. 5─33.なお、Cassius Dio, 56, 33では、遺言状
の付属文書は 4冊とされ、4冊目では、ティベリウスと国家への種々の指示が記されていたとさ
れる。筆者は、Suetoniusの記述に従って付属文書は 3冊であったと考えている。

2）　Suetonius, divi Augusti, 101: Testamentum ... factum ab eo ac duobus codicibus, partim ipsius partim 

libertorum Polybi et Hilarionis manu, scriptum depositumque apud se virgines Vestales cum tribus signatis 
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aeque voluminibus protulerunt. Quae omnia in senatu aperta atque recitata sunt. Heredes instituit primos: 
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『神アウグストゥスの業績録』（Res gestae divi Augsti）の性格と目的

島 田 　誠

　本稿の目的は、『神アウグストゥスの業績録』の性格と目的を再評価することである。こ

の『業績録』は、ローマ帝政を樹立した初代皇帝アウグストゥス自ら書き残し、現在のトル

コ共和国のアンカラの「ローマと神アウグストゥスの神殿」の壁面で発見された金石文であ

る。この金石文は、古代ローマ史研究者の間では、よく知られた史料であるが、多くの場合、

そのテキストの一部がアウグストゥス自身の発言として引用されるに過ぎない。本稿では、

この『業績録』を総体として捉えて、さらにローマ市のアウグストゥス墓廟の銘文として構

想され、実際にはアンカラの神殿において発見されたことの意義を再考する。まず、この

『業績録』の主要な資料である『アンキューラ記念碑』の発見と公刊の経過を確認した上で、

『業績録』の内容を再検討し、この文章の種別（ジャンル）と想定されていた読者、さらに

ローマ市から遠く離れたアンカラにおいて、この『業績録』が発見された理由について論じ

る。

　本稿での検討の結果、次の結論が得られた。この『業績録』は、ローマにおける金石文の

伝統の中では、顕彰碑文の一種である elogiumにもっとも近く、前 30年から後 14年にいた

る 40年間以上にわたって、ローマ政治を支配し、事実上、新しい支配体制を築き上げたロ

ーマ史上比類なき政治家の執務報告でもあった。『業績録』の読者としてアウグストゥスが

念頭に置いていたのは、ローマ市大衆（plebs urnbana）を含む、ローマ市民に限定されてい

たと考えられる。ところが、同じ『神アウグストゥスの業績録』が、ローマ帝国の別々の場

所においてそれぞれ異なった役割を果たしていたのである。アウグストゥスの『業績録』は、

ローマ市をはじめ、ローマ市民の住む都市においては、市民たちにとって稀有の功績をあげ

た第一市民の執務報告であり、その功績に対して元老院やローマの市民たち（民会）が献じ

た顕彰碑文であったが、属州の小アジア（アナトリア地方）のガラティア人都市おいては、

世界を征服した支配者の神格化を示す宗教的な文書と見做すことができる。

キーワード【ローマ史　アウグストゥス　『神アウグストゥスの業績録』　『アンカラ記念
碑』　属州ガラティア】
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The Nature and Purpose of Res gestae divi Augusti

Makoto SHIMADA

The aim of this paper is to reassess the nature and purpose of Res gestae divi Augusti, 
written by the First Emperor of the Roman Empire and found as an inscription on the wall 
of the temple of “Rome and Divine Augustus” at Ankara in the Turkish Republic. This 
paper examines the inscription as a whole and reconsiders its original purpose as an 
inscription on the monument at the Mausoleum Augusti and the meaning of its discovery at 
Ankara. Furthermore, this paper investigates the genre of the document as a Latin 
inscription, the readers intended by Augustus, and why the inscription was found at Ankara. 
The results of the reassessment are as follows: Res gestae divi Augusti is closest to the genre 
of elogium as a Latin inscription and is a statement of the First Emperor; Augustus’s 
intended readers were Roman citizens, including the urban populace; at a city in provincia 
Galatia, the document ascertained the apotheosis of Augustus, the World Conqueror.

Key Word: Ancient Roman History, Augustus, Res gestae divi Augusti, Monumentun 
Ancyranum, Provincia Galatia

 
  
 
 
 
 




